※オリジナリティを尊重してお送りしています

＜午前3時、黒いマスクの男が"ウォールデンホテル"に侵入＞
スパイディ：3時以降…
バレンスキー：キャー！
スパイディ：冗談ではないみたい
＜ピュピューン！ババーン！…ウォールデン・ホテルに到着＞
スパイディ：バレンスキー伯爵夫人、どうした！
バレンスキー：ハエ男がだったわ！宝石を盗もうとしたの！
　　　　　　　叫んだら走ったわ！取り逃がしたかもね
スパイディ：警察を呼んで、後を追う！

”クモ男とハエ男”

＜街の外に出たスパイダーマン、1人の男が彼を見た時…＞
ハエ男A：スパイダーマン！お望み通り！
＜どうやら期待していたようです、スパイディが彼を追いかけます。
そして、スパイが使うような道具で綱渡りをします。＞
スパイダーマン：ハエの後ろに、クモがいるよ？
ハエ男A：捕まえてごらん！切る時間だ
＜切られたが、ギリギリセーフ、しかし逃げられた＞
スパイディ：飛んでるハエみたいだ…警察の方がマシ！
＜ウォールデンホテルに戻るスパイディ、ところが…＞
バレンスキー："スパイダーマン"が行った後、"ハエ男"が戻ってきて、
　　　　　　　銃を向けて、全て取られて、ほら、宝石はもぬけの殻よ！
スパイディ：でも、できなかった！
　　　　　　ハエが超音速で飛んだとしても、不可能だ！
＜その頃、デイリービューグルでは＞
ジェイムソン：ああ、不可能！不可能に決まっとるよ！
　　　　　　　20階建ての建物を登れるのはスパイダーマンだけ、
　　　　　　　伯爵夫人はそこにいたと認めた！
ベティー：頭からつま先まで黒いハエだと伯爵夫人は仰ってました
ジェイムソン：正体を隠すために変装していただけだろう！
ピーター：彼はスパイダーマンとして十分に仕事したと思います
ジェイムソン：そしてワシは…うう…
＜電話に出る＞
ジェイムソン：ジェイムソンだ！
　　　　　　　次の便で？
　　　　　　　そこにカメラマンが2人いる！
ピーター：どこです、ジェイムソンさん？
ジェイムソン：ケネディー空港！マハラージャのジンジャミールが時間以内に着陸する！


＜ケネディー空港＞

ピーター：もう一枚だけお願いします、閣下。

＜カシャ→ピーターの家＞

ピーター：マハラージャの宝石は、ハエを捕まえるのにピッタリな蜂蜜かも
　　　　　ねむれない夜が続くね…

＜夕方5時＞
スパイディ：僕より早く登ってるけど、ハエは本当にハエかも
ハエ男A：おーい、ここまでだ！…スパイダーマンだ！…捕まえてごらん！
スパイディ：キミをバグ・コレクションに入れてあげる、それが最後にやることだ！
＜クモとハエの追いかけっこが始まり、ハエ男は逃げます（海の中に潜って）＞
スパイディ：何という逃げ方！
　　　　　　少なくともマハラージャの宝石は、別の夜でも大丈夫だ。
＜デイリービューグル＞
ピーター：マハラージャの写真です
ジェイムソン：空港で撮影された物だろ
ピーター：あなたが求めたものですけど
ジェイムソン：それは昨日のニュースだ、パーカー
　　　　　　　強盗に入られた後のマハラージャの写真が欲しいんだ
ピーター：強盗？、どうして強盗が…
ベティー：知らないの、ピーター？
　　　　　今朝5時30分、ハエ男がマハラージャをスイート・ホテルに閉じ込めたんですって
ピーター：ハエ男が？有り得ない！

＜Bパート＞

ピーター：ジェイムソンさん、ハエ男がマハラージャを奪うなんてありえませんよ。
ジェイムソン：キミの言う通りだ、スパイダーマンだったよ
　　　　　　　その宝石は、百万ドル以上の価値があるかもしれん！
ベティー：そんな貴重な宝石を持ってるなら、ホテルの部屋に置くのはやめておこうかしら…
　　　　　ビルトウェル・ホテルに引っ越してきたフリントリッジさんみたいに
　　　　　何百万もの価値があって、銀行を信じてないの！
”ビルトウェル・ホテル（読みはあっている模様）”
スパイディ：チャンスなんだよ、フリントリッジさん
フリントリッジ：それで、ハエ男がこの僕を狙っていると？
スパイディ：そのお金、閉めないと癖がつくよ
　　　　　　それと到着の事も新聞に出た
フリントリッジ：どうすればあんたを信頼できる、スパイダーマン？
スパイディ：守るべきものがある、名声だ！
＜ハエ男、ビルトウェルホテルに侵入、金庫を開ける＞
スパイディ：身動きとれないでしょ
＜スパイディは別の男に殴られたが、その男もハエ男だった＞
スパイディ：ハエ男が2人もいたなんて…知らなかった…
　　　　　　僕の説明なんてフリントリッジさんは買わないかも
　　　　　　あの裏表のある言行を追えない限りは…。
＜どうしてファンハウスのある公園なのかって？、実はハエ男が隠れていた。殆どの悪党はいつもここに隠れる＞
ハエ男A：嬉しいよ、お金を銀行に預けないフリントリッジ！
ハエ男B：不幸な億万長者になるのは誰だ？
　　　　"ヒューバート・アップダイクが、貴重な宝石の付いた短剣と鞘(さや)を持ってヨーロッパから帰ってきた"
ベティー：もともとフェルディナンド王の女王によって与えられたもので…
ジェイムソン：ミス・ブラント！新聞を読むよりもやること2つあったろ？
ミス・ブラント：ワージントンについて読んでました
ジェイムソン：ヤツらは、覆面の仲間だ！
ピーター：スパイダーマン？
ジェイムソン：ハエ男は壁を這い廻る脅威を持っている！
　　　　　　　覆面がフリントリッジに金を守ると騙し、それを鼻の下から盗んだ！
　　　　　　　パーカー、どこにいくんだ？
ピーター：宝石の付いた短剣の写真を撮ってきます
＜短剣の写真を撮るピーター、そして午前4時＞
スパイディ：１つある、他にも…
＜その短剣はハエ男によって盗まれた！、でも、心配ない＞
スパイディ：見つからないようにしよう、どうか僕を、導いて

ハエ男A：こいつのために何ができる？
ハエ男B：100年間、裕福な生活をするのに十分だ！
ハエ男A：おい、このスカラべ！宝石じゃねえぞ！スパイダーマンが鞘に、盗聴器を仕掛けたんだ！
ハエ男B：じゃあ今、俺たちのことを必死に探している！
ハエ男A：俺たち2人で歓迎しようぜー！

＜ハエ男の笑い声→スパイディがやってくる＞

スパイディ：ここに隠れてるってことは間違いない、"時が来た"とクモは言う
＜ハエ男は待っている＞
スパイディ：クモ感覚の電波が強くなってきた！
＜ハエ男はレバーを下げ、スパイディは罠に引っかかったが、無事だった！そしてハエ男をキャッチ！＞
＜スパイディにメリーゴーランドの機械を動かされて叩かれ、警察が到着した。＞
警官："おばかなハエ男を2人捕まえました。あなたの親愛なる隣人スパイダーマンより"
ジェイムソン：信じられん、アホみたいな話だ…！覆面強盗が犯人なのは分かっとったのに！
ベティー：まだマシですよ、ジェイムソンさん。もしスパイダーマンが双子だったら？
ジェイムソン：ああ、いやだ…嫌だ、嫌だー！

END